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のが､ 仲間 (ピア) によるサポートといえる｡
ニシミヤ１) は､ ピアについて仲間､ 対等者の
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本研究の目的は､ 地域で暮らす統合失調症者の仲間 (ピア) との関係の要素について明らかにすることである｡ 研究
対象者は地域で生活している統合失調症者10名で､ 半構成的面接法によりデータを収集し質的分析を行った｡ 結果､
【開放性】【影響の強さ】【距離】【相互性】の４つの要素が抽出された｡
今回は､ 地域で暮らす統合失調症者の仲間 (ピア) との関係の【開放性】について報告する｡ 【開放性】とは､ 対象
者自身の仲間 (ピア) に対するかかわりのオープンさである｡ 地域で暮らす統合失調症者の仲間 (ピア) との関係の




The purpose of this research is to clarify elements of the relationship between schizophrenia patients
living of in the general community and friends and acquaintances (included peers). Qualitative analysis was
applied to data collected by semi-structured interviews with ten schizophrenia patients living in the general
community. The results were then broken down into four categories: openness, response to interpersonal
interaction, distance, and reciprocity.
This paper deals with the openness of schizophrenia patients living in the general community with their
friends and acquaintances (included peers). Openness refers to how open the subjects are in dealing with
friends and acquaintances (included peers). The openness of relationships with friends and acquaintances
(included peers) of schizophrenia patients living in the general community examines the maintenance of
relationships as levels of openness fluctuate due to the influences of internal prejudice.
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ていながらも､ 仲間 (ピア) によって開放でき
ない部分があることを感じ､ ちょうど良い状態
を探すために揺れ動いていることが明らかになっ




たものの､ 仲間 (ピア) との関係を続けること
で受ける前向きな影響も受けていることが明ら
かになった｡ 【距離】とは､ 対象者が仲間 (ピ
ア) に対して感じる遠近さと､ 仲間 (ピア) に
対する思いから近づいたり離れたりする行動で
















は要素を､ ≪ ≫はカテゴリーを､ ＜ ＞はサ
ブカテゴリーを､ 『 』 は対象者の語りを表す｡
















対象者は仲間 (ピア) との関係を 『一緒にいる
とリラックスする』 と語り､ 別の対象者は 『一
緒にいると､ まあ､ 気分は良いです』 と語って
いた｡ これらのデータより対象者は､ 気兼ねな





ば､ ある対象者は仲間 (ピア) との関係を 『お
互いが話して､ ｢何があった｣ ｢何があった｣ 言っ






















仲間 (ピア) との関係において､ 負担とならな
い日常的で世間一般的な話をしながらかかわれ
ることである｡ 例えば､ ある対象者は 『年もか
















れらの語りは､ 同病者の仲間 (ピア) に対して




































ていた｡ 例えば､ ある対象者は 『作業所も行っ
てるんですけど､ 作業所には､ 同僚という感じ


























を感じていながらも､ 仲間 (ピア) によって開
放できない部分があることを感じ､ ちょうど良
い状態を探すために揺れ動き､ 結果として､ 仲





















なものが ｢社会の偏見｣ である｡ これには､
｢意識上の障壁｣ ｢文化・情報の障壁｣ ｢制度的
な障壁｣ ｢物理的な障壁｣ がある｡ 野中３) は､
これらの障壁を生んでいる最大の原因は､ 実は
当事者である精神障害者､ 家族､ 専門家の中に























相手が病をもっている仲間 (ピア) か､ それと
も病をもっていない仲間 (ピア) かによって､
【開放性】の内容を変えている点であった｡ 例
えば､ 病をもつ仲間 (ピア) に対しては､ 私生
活など＜自分のことは話さない＞ようにし､
＜プライベートではつき合わない＞ようにして
いた｡ また､ 病をもたない仲間 (ピア) に対し
ては､ ＜病気のことは話せない＞と思い､ ＜病
気をオープンにしてつき合わない＞ようにして
いた｡ このように､ 病をもつ仲間 (ピア) には
病の部分でのかかわりが主で､ 病をもたない仲
間 (ピア) には自分の病を避けてかかわろうと
していた｡ 病をもたない仲間 (ピア) に対して
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